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● サンプル作文の評価（練習） 

 

①１～４の評価項目をどのように配点しますか。100 点満点で考えてく

ださい。 

②次に、作文例１と例２を、１～６段階で評価をつけてみてください。 

 
評価項目 ①配点

（100） 

②レベルと点数 

（まだまだ）１－２－３－４－５－６（とてもよい） 

例１        例２  

１．内容・目的 

    

      

 

６（とてもよい） 

５（かなりよい） 

４（よい） 

３（ふつう） 

２（十分ではない） 

１（まだまだ） 

６（とてもよい） 

５（かなりよい） 

４（よい） 

３（ふつう） 

２（十分ではない） 

１（まだまだ） 

２．構成・結束性  ６（とてもよい） 

５（かなりよい） 

４（よい） 

３（ふつう） 

２（十分ではない） 

１（まだまだ） 

６（とてもよい） 

５（かなりよい） 

４（よい） 

３（ふつう） 

２（十分ではない） 

１（まだまだ） 

３．読み手  ６（とてもよい） 

５（かなりよい） 

４（よい） 

３（ふつう） 

２（十分ではない） 

１（まだまだ） 

６（とてもよい） 

５（かなりよい） 

４（よい） 

３（ふつう） 

２（十分ではない） 

１（まだまだ） 

A.正確さ  ６（とてもよい） 

５（かなりよい） 

４（よい） 

３（ふつう） 

２（十分ではない） 

１（まだまだ） 

６（とてもよい） 

５（かなりよい） 

４（よい） 

３（ふつう） 

２（十分ではない） 

１（まだまだ） 

４．日本語 

Ｂ．適切さ  ６（とてもよい） 

５（かなりよい） 

４（よい） 

３（ふつう） 

２（十分ではない） 

１（まだまだ） 

６（とてもよい） 

５（かなりよい） 

４（よい） 

３（ふつう） 

２（十分ではない） 

１（まだまだ） 

『第二言語によるライティングについての基礎研究：Good Writing とは何か』田中真理（同上）引用 


